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の 物質代謝の 低下 と考え て い る e 但 し P・・ xim ・ I　 P・は 光 の 直接 作用 の 加 状 で あ る・ 尚・ di・t・IP ・

の 移行指数 も測建 し て あ る。

綜　　合 討 　　論

問 113tを騎 に お使に な つ た 目的 は ど こ に あ るか 。 （加 藤光次郎 ）

答

』
．Dent ら は 甲状腺 ホ ル モ ン に つ い て の 実験 中 ，

11St が メ ラ ニ ン の ある と こ ろ に か な りと り入 れ られ て い

る こ と を報告 し て い るの で ， メ ラ ニ ン 形成 と lt・ ・

と の 閻 に 勵 積 極的な因果関 係が な V・ か ど うか を知 ろ

　 う と した 。（越 田 豊）

問 色素 の ク ・ マ トの 分離 の 際 ， 溶剤 に 特 別 の 注意を す る 必要 は な い か・（川 口 四郎）

答 確 か に あ る． 展開 の 際ecma｛匕され て xan ・h ・phyll が ep ・・ id・ に な る とい う 可 能性 が あ る の で 展開 を

　N2 気 中 で 出来 才しば は つ き りす る と 思 う。　（菱 田富雄 ）

生 化 学

第 3 会場 ・第 1 日

　　　　　　 視紅の琵色初期反応 に つ い て　　吉沢 透 ・鬼頭 勇次 ．（阪大 ・理 ・生 ）

　視紅 を低 置 （
− 78°C ） で 照射す る と ，

］umi −rh 。dopsin に な り， こ れ を常温 に もどす と ， 視紅の 量 は 初 め

．の 50％ に 減少 し ， 残 る 50％ は retinene と opsin 　i！こ分解す る 。
こ の 50％ の 視紅 は 1umi−rhodopsin か

ら recover し た もの で あ る こ と が ，次 の 実 駿 に よ り確 め ら れ 亢 。即 ち

　 1） 視紅溶液 に NH ，，OII ，
　 P，C ，　M ．B ．等 の 再生 咀害剤 効 昿 て も J

「o％ も褪色 を示 す ・こ の こ と は 1
：
e −

ti。 ，。 。 と 。 P，i。 とか ら 再 生 し て 来 た 視 紅 で な 匠 と を示 す．コ2） 同 じ輝 で 照射 して も fl・・1コ で 照射す る

と視紅 は 褪 色 し に ⇔   3） Ba ・h 照身撞 2 回行 うと ， た と え 光 量 が 2 倍 の 1 回 照射 よ り褪色量 が 多 Lno

以 上 の 実験 に よ り次 の 式 が 考 え ら れ る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 hv

　　　　　　　　　　 rhodopsin ご R．x −一一＞bleaching 　rhodopsin

　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 （！umi
−rhodepsin ）

視 紅 溶 液 の 光 褪 色 　 原 黎 子 （阪大 ・理 ・生 ）

牛 視紅溶液の 光褪色過程 を連続記録装置を用 い て 調 べ た。照度 は 3・0001ux を 用 い た ・

　1） 視 紅 は 媒 液 の 媾同 に よ り異 る椀黄 を 生 ず るが ， 褪 色曲線 は い ず れ も第 ！ 及 び 第 2 半燕期 は よ く 一致

し， 略 8D％ 褪 色 ま で は完全 な一次反 応 を示す。充牙な光 量 の 7 ラ ツ シ ユ で も瞬時 に は 略 80％ を 褪色 させ

う る に す ぎず以後暗 中で 徐 爵 に 褪色 す る。視 紅 が 完全 に 視黄 に 変換す るに は 促進的 に 働 く と 考 え ら れ る 。

2） 各種 比色波長で の 2 秒 照射時 の 褪色 i凾程 は 皆 よ く一致 し ・ 照射後所謂 1・ mi −
，　 m ・‘a −rh 。d・ psin や

transient 。 range が蓄積す る こ と な く迅 速 に 視 黄 が 生 ず る 。
3） 更 に 短 い 各種照鮒時 の 視 色 経 過 か ら ， 照射

後 ごく初期 に 於 て も生 ず る視 黄 量 は 光量 と よ く比例す る こ とが 証明 され た。4＞ 各種 の 生 体 に 重要な イ オ y

類 も褪 色速 愛 に 対 し て 何等著 しい 効果 を 云 し得 な い 。視紅 と イ オ ン とり 闘係は 色素部分 よ りむ し ろ蛋 白部分

に 於 て よ り重 要で あ る と考 え られ る 。

視 紅 溶 液 の 酸 化 逡 元 電 位 　 原 富之 （阪大 ・理 ・生）

　牛 視 紅溶液 〔pH 　7．  ）に 於て 照射 時 に 現れ る酸化還元電圧の 変動を調べ た。溶 液を 2．C｝｛］O　1． x で 照射す る

と ， 先ず急激な 電圧 上 昇 が あ り，
2 分足 らず で 極大 に 達 し ， （光学的密度 O・8 位の 竜の で 約 30mV 〕， 以 後

照 射 に 拘 らず元 の レ ベ ル に 近 く戻 る。電 EE上 昇期 の 中途 で 照射 を止 め れ ば直 ち に 電 圧 は 低下 し 始 め る。視 紅

（57 ）
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